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Ｔ＆Ｄ保険グループの太陽生命保険株式会社（社長 副島直樹）は、年頭挨拶として、社長から全役

職員に向け、メッセージを送りました。以下に社長年頭挨拶の要旨を紹介します。 

 

新年あけましておめでとうございます。年頭にあたり、皆さんにご挨拶します。 

 

 2022 年度の経営計画においては、「多くのお客様の元気・長生きを支える会社」となるために、ＤＸ

活用によるお客様とのアプローチ機会の拡大を通じたお客様の増加・収益の向上を掲げました。 

昨年の当社を振り返ると、社会環境の変化を踏まえて、本格的に展開した「対面」と「非対面」を融

合したハイブリッド型営業が定着し、マーケットを大きく拡大することができた１年となりました。 

 

上半期決算では、保障性保有契約年換算保険料が上場以来最高となり、お客様の数も増加させること

ができました。コロナ禍においても、業績が好調に推移しているのは、皆さん一人ひとりが変化に動じ

ることなく、新たな取組みに挑戦しつづけた賜物です。 

 

また、2022年３月において、高予定利率の個人年金保険契約の一部について出再(*)を行いました。こ

れにより、お客様への安定的な年金支払を可能とするだけでなく、将来の収益および資本効率の向上を

図りました。出再を行ったことで、新しい時代へ向かう準備を整えることができました。2022年は、ビ

ジネスモデルの転換を図り、将来へ向かって大きなスタートをきった年と言えます。 

 

ハイブリッド型営業の推進を通じて、私たちは物理的なマーケットの拡がりを手に入れることがで

きました。スマ保険やインフォマーシャルといったチャネルの多様化により、お客様への対応可能地

域や時間が増加し、お客様との接点が飛躍的に拡大しました。2023年は、これまでのハイブリッド型

営業をさらに進化させ、人とデジタルの力を融合させることで、津々浦々、すべての方に当社の商

品・サービスをお届けできる体制を強化していきましょう。 

 

また当社は今年、130周年を迎えます。当社は、創業以来、幾多の困難に直面しながらも、挑戦を重

ねることで、乗り越えてきました。 

今後も発展し続けるためには、皆さん一人ひとりの力が不可欠です。挑戦することを忘れず、一人

ひとりがさらに飛躍するとともに、全員が同じベクトルを向いて「チームスピリット」を発揮するこ

とで、太陽生命の新たな歴史をともに築いていきましょう。  

 

 最後になりますが、皆さんのご健勝とご多幸を心より祈念して、私からの新年の挨拶とします。 

今年も元気に頑張りましょう。 

 

 

 以  上 

 

 

太陽生命保険株式会社 広報部 

東京都中央区日本橋２-７-１ 

2023 年 社長年頭挨拶 

（＊）詳細は、当社リリース（2022年２月14日）「個人年金保険ブロックの出再について」をご確認ください。 


